
アスノタネ。活動紹介 

1、 団体紹介 
 

学生コミュニティ「アスノタネ。」は“未来を作る笑顔の種をまき続ける”をテーマに 
活動しています。核となるメンバーが存在し、その周りに「農作業だけ」「イベント
運営ボランティアだけ」など気軽に農業に接することができる仕組みづくりを行って
います。 

 
2、 発足のきっかけ 

 
メンバーの一人が以前から農業のお手伝いを行っており、人手が必要な収穫の時期に 
友人を連れて行ったことが始まりです。その後、継続して多くの学生が来るようにな
りました。農家さんは家族経営であり、70歳ぐらいの方が一人で畑の管理をしていま
した。私たちは何とかこの農家さんを手伝うことができないだろうかということで学
生・社会人問わず多くの人が畑に来る仕組みづくりの一環として「アスノタネ。」を
始めました。 

 
3、 解決しようとしている課題 

・農作業を行う人手不足 
・学生の農業との接点不足 
・学生の学外でのチャレンジの場の不足 

 
4、 所在 

鹿児島県鹿児島市桜島町白浜地区 
 

5、 これまでの取り組み 
 

 
6、 活動内容 

・「桜島大根を抜こう食べよう」と題したイベント開催 
森の玉里子供食堂とのコラボイベントを行いました。収穫体験を通して、子供
食堂は「経験」ができる場として の認識が広まり、地元のおいしい野菜を参 
加者全員で食卓を囲み、頂き、野菜のおいしさを 伝えることを最大のテーマ 
として実施しました。 
 

月 活動内容 

２ 「桜島大根を抜こう食べよう」イベント開催 

３ インターン受け入れ 

４ ピーマン・ナスの栽培（​8月まで​）、かごんまふるさと屋台村とのPJ 

５ テレビ放送 

６ 屋台村にて店頭販売 

７ 百貨店にて店頭販売 

８  

９ 桜島大根の種まき、間引き、草刈 

10 桜島大根の栽培 

11 桜島大根の栽培 

12 櫻島こみかんの収穫 
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写真3：松元お茶の里様からの食材提供　　　　　　写真4：ボランティア全体写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本イベントの内容   

・​森の玉里子ども食堂に通う子ども達を対象にした桜島大根の収穫体験 場

所：桜島 （ファームランド櫻島）  

・保護者を対象にした（地域の方々も募集）桜島大根を使用した料理教室 場

所：県民交流センター 

収穫体験・料理教室後、県民交流センターで子ども食堂の開催 上記、3イベン

トの同時開催  

子供食堂に来てくれている子供たちを対象に桜島大根の収穫を実施し、体験してもらいまし

た。多くの子供たちが、自分で持てるか持てないかぐらいの重さの桜島大根を収穫すること がで 

き、貴重な体験になったと考えます。収穫した桜島大根を生の状態で食べてもらいました。大 根 

が嫌いで今回のイベントに来るか直前まで迷っていた子供がいましたが、味はどうかという 問い 

に対して「おいしい」と笑顔で答えてくれました。子供食堂では大根をふんだんに使った料 理がふ 

るまわれ、参加者・ボランティア両者ともに美味しくいただきました。 

また、今回のイベントでは様々な分野を学ぶ学生が 3 大学 2 高校から集まり、当日の運営は
もちろんのこと、イベントのチラシやアフターむびーの作成をしてもらいました。これに よって、多く

の学生に「子供食堂」について認識してもらうことができ、若者が普段の生活 で接点の少ない農

業に関しても考える機会になったのではないかと考えます。    
 
・​かごんまふるさと屋台村とのプロジェクト 
 
　​コロナ禍にて休業を余儀なくされたかごんまふるさと屋台村の飲食店の従業員の方々と
一緒に夏野菜の栽培を行いました。苗を植えるところから、販売までを一緒にさせてもら
いました。収穫した野菜は店頭にて販売したり、店のメニューの一部としたりしてお客様
に提供していただきました。テレビや新聞に取り上げていただき、72歳の方から「コロナ
禍の中でも若者が頑張っているのをしり元気が出た」といううれしいお言葉をいただくこ
ともできました。 
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写真5：屋台村の方との農作業 写真６：畑の風景 
 
・農家さんのお手伝い 

 
桜島大根や桜島小ミカンの収穫で繁忙期となる12月～2月は週に2回ほど複数人の学生を

集めて農家さんのお手伝いを行っています。また、収穫時期以外も様々な農作業のお手伝
いを行っています。今まで農作業をしに来た学生や社会人は50人近くに上ります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真７：桜島大根の収穫 写真８：農業ボランティア参加者 
 
・​野菜の販売 
　 
マルヤガーデンズ（百貨店）にて特設会場での販売を行いました。また、八百屋さんに常
時販売しました。その他にも、屋台村の前で店頭販売もさせてもらいました。 
 
 
 

写真９：マルヤガーデンズ（百貨店）にて店頭
販売　　                                                                      写真10：八百屋さんにて常時販売 
 
・地域との結びつき 
 
　地域貢献の面から言いますと、玉里森の子ど食堂・みま～もかごしま等への野菜の無償
提供を行いました。 
　また、現在は鹿児島市名山町を中心に社会人がメインで活動しているバカンスというコ
ミュニティの方々とも協力しています。桜島からフェリーで鹿児島市内につくとほどなく



アスノタネ。活動紹介 

到着する名山町の住人や飲食店の方々と一緒に地域を盛り上げる活動を行っています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 
 
 
・インターン生の受け入れ 
 
鹿児島県の事業を通して県外の学生（北九州市立大

１、琉球大１）を2名、桜島大根の収穫時期にインターン
生として受け入れを行いました。畑の近くにある古民家
に住んでもらい、農作業をメインに様々な活動を体験し
てもらいました。 

写真12：宅配風景​・ 
 
 
 
 
・草刈りツーリズムの実施 
 
　現在、鹿児島県の助成事業である草刈りツーリ
ズムをこの畑で実施することを計画している。メ
ンバーの方が訪れ、11/15にイベントを開催す
る。 
 
 
コロナによってできなかったこと 
　上記の通りコロナであったからこそできた飲食店とのプロジェクト
があったことは事実ですが、コロナによってできなかったことが置
かったのも事実です。野菜の収穫体験や料理教室といったことは人が
集まってしまうためできませんでした。細々と自分たちの畑の管理を
最低限行うことは続けましたが大学からはサークル活動と同等である
とみなされ活動を自粛せざる終えませんでした。写真13のイベントは
段取り、チラシ作成なども完成し実行するのみとなっていましたが増
加するコロナ患者の中、延期をしながらも中止という結果になりまし
た。 
 
写真13：実施予定であったイベントチラシ 
 
・現在11/30の主な活動 
　桜島大根を自分たちで育て1月の収穫に向けて販売の準備を行って
います。それに並行し、櫻島子ミカンの収穫など農家さんの仕事をお手伝いしています。 
 
 
＜​メディア出演​＞ 
・NHK情報ウエーブ鹿児島 
・NHKおはよう日本5/26朝5時ごろ 
・南日本新聞1：6/3 
・南日本新聞2： 
・​TJ　鹿児島9月号 
 



アスノタネ。活動紹介 

 

 


